


７月24日（土)　会場：JAこうか駐車場

７月24日（土)　会場：市役所信楽支所周辺

大花火大会は必見 甲賀夏まつり
イベント班の班長として、ステージ
イベントやセレモニーなどの運営
にあたります。
今年は、甲賀市観光協会の発足を記

念して、名称を水口夏まつりから「甲賀夏まつり」へと改
めました。ステージイベントや味まつりコーナーでは
市内から広く出演・出店されますので、多くの皆さんの
お越しをお待ちしています。見どころは約1,500発の花
火。夜空に咲き乱れる大輪をぜひご覧ください。

（甲賀夏まつり実行委員会 イベント班班長　山
やまなか

中正
しょういち

一さん）

松
たいまつ

明奉納にぜひご参加をしがらき火まつり

昨年から沿道部長として、まつりの安全な運営に努めてい
ます。沿道では観客のすぐ近くを松明の火が通過するた
め、常に気が抜けませんが、皆さんの笑顔を見るとうれし
く、励みになります。松明が上る愛宕山でも何十人もの消
防団員が警備に当たり、参加者を見守っています。
やきもの作りや生活に欠かせない「火」に感謝する
しがらき火まつり、皆さんもぜひ松明を担いで参
加してみてください。

（しがらき火まつり実行委員会沿道部長　奥
おくだ

田 隆
りゅう

次
じ

さん）
　　　　　　  しがらき火まつり
実行委員会（信楽町商工会内）
☎82‐0873　  82‐3117

問い合わせ

　　　　　　  甲賀夏まつり実行
委員会（甲賀市観光協会内）
☎／  60-2690

問い合わせ

内容 

�16：00　
�　�ラッキーナンバー付きうちわ配布
16：30
　ステージイベント
　味まつりコーナー
20：00
　花火大会

内容 

19：00　元火採火式（新宮神社）

19：25　式典（新宮神社）

19：45　松明奉納開始
　　　　（新宮神社～愛宕神社）

20：50　花火大会

市内の
夏まつ

り

�平成22年7月15日 2010.7.15



8月7日(土)　会場:鹿深夢の森

8月16日(月)　会場:杣川河川敷　北杣橋上流付近

各持ち場の流れを把握しながらまつりを進行する庶務係を担当し
ています。杣川夏まつりの見どころは、かがり火と灯籠の融合で
す。世界平和や家内安全を願って流される灯籠が川の流れにゆっ
たりと身をまかせて川面を美しく照らします。
水口町商工会などによる夜市、仕掛け花火や打
ち上げ花火のほか、今年は初めて500本のキャ
ンドルを並べる「平和のともし火」も予定して
います。

(杣川夏まつり実行委員会庶務係　口
くちむら

村耕
こう

治
じ

さん)

鳴子を手に華麗に演舞
第12回

ござれGO‐SHU !
バザー班では、地元からの出店
を中心に、特色あるバザーを計
画中です。衛生面に配慮し、皆さ
んに気持ちよく楽しんでいただ
きたいと思います。

ステージでは約25チームが鳴子を手に熱く演舞しま
す。また、今年は大江州音頭大会を開催。中学校のブラ
スバンドによる演奏や子ども江洲音頭、ラップ調にア
レンジした江州音頭で盛り上げます。「地元密着型」を
コンセプトに、一番いいものをめざして頑張ります。

（ござれGO‐SHUバザー班班長　清
し み ず

水智
ともかず

和さん）

かがり火と灯籠の融合 杣川夏まつり

　　　　　　  杣川夏まつり実行
委員会（貴生川公民館内）
☎62‐2027　  63‐2203

問い合わせ

　　　　　　  第12回ござれGO‐SHU!
実行委員会事務局(甲賀町商工会内)
☎ 88‐2370　  88‐5391

問い合わせ

内容 

16：30～22：00
　ステージ演舞、大江州音頭大会、
　総踊り、花火大会、

内容 

17：30　パレード
19：35　灯籠流し
20：00　花火大会

夏
ま
つ
り
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。市
内
で
も
、夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
、来
場
者
に
安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、実
行

委
員
会
に
よ
り
手
作
り
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、市
内
４
つ
の
夏
ま
つ
り
を
影
で
支
え
る
仕
事
人
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、見
ど
こ
ろ
や
苦
労
話
な
ど
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
の
あ
る
市
内
の
夏
ま
つ
り
、夏
の
思
い
出
づ
く
り
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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　第3回甲賀市議会定例会が6月3日から22日までの会期で開催されました。審議・可決された主な議案は次の
とおりです。

❖委員の選任（敬称略）
　甲賀市固定資産評価員　水

みずかみ

上敏
としひこ

彦
❖条例の制定（専決処分）
◦�甲賀市税条例の一部を改正する条例
◦�甲賀市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
◦�甲賀市病院事業設置等に関する条例の一部を改正

する条例

❖補正予算（専決処分）
◦�平成21年度甲賀市一般会計補正予算（第8号）
◦�平成21年度甲賀市介護保険特別会計補正予算（第

5号）
◦�平成21年度甲賀市公共下水道事業特別会計補正

予算（第5号）
◦�平成21年度甲賀市農業集落排水事業特別会計補

正予算（第5号）
◦�平成21年度甲賀市鉄道経営安定対策基金特別会

計補正予算（第1号）
◦�平成21年度甲賀市鉄道施設整備基金特別会計補

正予算（第1号）

◦�平成21年度甲賀市浄化槽管理事業特別会計補正
予算（第5号）

❖条例の制定
◦�甲賀市移動通信用鉄塔条例
◦�甲賀市くすり学習館条例
◦�甲賀市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部を改正する条例
◦�甲賀市職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例
◦�甲賀市税条例の一部を改正する条例
◦�甲賀市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
◦�甲賀市児童クラブ条例の一部を改正する条例

❖補正予算
◦�平成22年度甲賀市一般会計補正予算（第1号）
◦�平成22年度甲賀市水道事業会計補正予算（第1号）

❖その他
◦�市道路線の認定
　水口町本綾野地先の本綾野5号線他3路線

　

6
月
30
日
を
も
っ
て
、人
権
擁
護
委
員
の
黄
瀬
氏
が
任
期
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

が
、新
た
に
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
7
月
1
日
か
ら
再
任
さ
れ
ま
し

た
。任
期
は
、平
成
25
年
6
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

　

今
後
、市
内
の「
人
権
な
ん
で
も
相
談
」を
中
心
に
、「
人
権
週
間
」に
お
け
る
街

頭
啓
発
等
、市
内
で
の
人
権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
は
、人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

♦
再
任
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員　
　

黄き

せ瀬　

忠た
だ

幸ゆ
き

氏（
信
楽
町
宮
町
）

問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課　

人
権
政
策
係　

☎
６
５-

０
６
９
４　

 

６
３-

４
５
８
２

　最近市内で、公共構造物および大手

量販店駐車場における悪質（ペンキス

プレー・釘状の金属）な落書き事件が

頻発しています。

　この一連の落書き事件は人権侵害

ならびに器物損壊等の民事・刑事事件

に該当しています。

　今後こうした悪質な落書きを発見・

目撃された場合は速やかに下記まで

通報いただきますようお願いします。

　　　　　　  人権推進課　人権政策係
☎ 65-0694　  63-4582
問い合わせ

平成22年

第3回  甲 賀 市 議 会 定 例 会

人
権
擁
護
委
員
に
黄
瀬
氏
を
再
任

見つけたら　
通報を！

差別落書き

2010.7.15 �平成22年7月15日



問い合わせ 地域コミュニティ推進室　☎ 65‐0687   63‐4554

７
月
20
日
か
ら
、タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト

　

こ
れ
ま
で
の
説
明
会
で
は
、「
今
、な

ぜ
、自
治
振
興
会
な
の
か
」「
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
示
し
て
ほ
し
い
」「
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
な
い
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
地
域
区
長
会
で
は
、「
地
域
住
民

へ
の
説
明
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」

「
で
き
る
だ
け
小
さ
い
単
位
で
説
明
会
を

開
催
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
ご
要
望
等
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、旧
町
地
域
を
対
象
と
し
た
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
小
学
校
の
地
域

を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ

る
説
明
会
を
計
画
し
て
お
り
、ま
ず
７
月

20
日
か
ら
は
、旧
町
地
域
を
対
象
と
し
た

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
、広
く
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
日
程
は
、下

記
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、お
住
ま
い
の
地
域
で
ご
参
加
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、他
の
地
域
会
場
に

ご
参
加
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

ス
ラ
イ
ド
で
分
か
り
や
す
く
説
明

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、ス
ラ
イ

ド
を
活
用
し
、自
治
振
興
会
の
必
要
性
や

仕
組
み
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り
支
援
の
た

め
の
自
治
振
興
交
付
金
な
ど
に
つ
い
て
、

で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。さ
ら
に
は
、自
治
振

興
会
を
支
援
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
や

職
員
の
配
置
な
ど
、本
紙
７
月
１
日
号
で

紹
介
し
た
内
容
を
よ
り
詳
し
く
説
明
し

て
ま
い
り
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
は
、

（
仮
称
）自
治
振
興
委
員
会
で
協
議

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
ご
意

見
は
、市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
貴
重
な

声
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、ご
意
見
に
つ
い
て
は（
仮

称
）自
治
振
興
委
員
会
に
報
告
し
ま
す
。

委
員
会
で
は
、委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、市

民
の
視
点
で
公
平
に
協
議
・
調
整
い
た
だ

き
ま
す
。そ
の
後
、市
で
は
、そ
の
結
果
を

受
け
て
、最
終
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、同
委
員
会
は
、区
・
自
治
会
の
代

表
者
や
市
民
活
動
団
体
、N
P
O
の
皆
さ

ん
な
ど
15
名
で
構
成
し
、自
治
振
興
会
の

組
織
や
制
度
に
関
す
る
こ
と
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、機
能
に

関
す
る
こ
と
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、協

議
・
調
整
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　夏休み期間中、全国各地で開催される全国大会に、県大会を見事
優勝された市内スポーツ少年団から滋賀県代表として出場されま
す。全国の舞台での活躍が期待されています。

◆伴谷ファイターズ
　大会名　第24回全日本小学生女子ソフトボール大会
　会　場 　岩手県花巻市 石鳥谷ふれあい運動公園
　期　間 　8月7日（土）～10日（火）

問い合わせ 文化スポーツ振興課　☎ 86‐8023   86‐8380

（
仮
称
）自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
市
が
ま
と
め
た
素
案
、い
わ
ゆ
る「
た
た
き
台
」を
地
域
区
長
会
や
市
議
会

に
お
示
し
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、本
紙
で
も
、「
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
挑
戦
」と
題
し
て
シ
リ
ー
ズ
化
し
、市
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
、市
で
は
、地
域
説
明
会
を
開
催
し
、お
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、市
民
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

◦
甲
南
地
域

　

7
月
20
日（
火
）

　

19
時
30
分
～（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

◦
水
口
地
域

　

7
月
29
日（
木
）

　

19
時
30
分
～（
碧
水
ホ
ー
ル
）

◦
甲
賀
地
域

　

8
月
2
日（
月
）

　

19
時
30
分
～（
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
）

◦
信
楽
地
域

　

8
月
3
日（
火
）

　

19
時
30
分
～（
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
）

◦
土
山
地
域

　

8
月
4
日（
水
）

　

19
時
30
分
～（
土
山
森
林
文
化
ホ
ー
ル
）

あなたのまちのタウンミーティング

▲�伴谷ファイターズの皆さん

（
仮
称
）自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

―

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催―

NO.5

伴谷ファイターズ 　 全国大会に出場が
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水口医療センター改築工事全体計画配置図
貴生川公民館 滋賀銀行

第2期工事
厨房棟

既存新館棟

第3期工事
老人保健施設棟

第1期工事
診療所棟

杣川

　

こ
の
ほ
ど
、水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、平
成

23
年
１
月
に
開
業
を
予
定
し
て
い
る
診
療
所
棟

の
建
築
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
診
療
所
は
鉄
骨
平
屋
建
て
約
６
６
０

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、現
本
館
の
東
側
駐
車
場
に
建

設
し
ま
す
。診
察
室
５
室
を
は
じ
め
、検
査
室
、心

電
図
室
、内
視
鏡
室
、リ
ハ
ビ
リ
室
な
ど
を
設
け
、

診
療
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

診
療
所
完
成
後
は
、診
療
所
西
側
に
29
床
の
小

規
模
老
人
保
健
施
設
を
建
設
し
ま
す
。同
施
設
は

平
成
24
年
開
設
予
定
で
、24
時
間
の
看
護
体
制
を

備
え
、状
態
が
安
定
し
て
い
る
人
が
在
宅
復
帰
で

き
る
よ
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し

た
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
患
者
さ
ん
に
配
慮
し
、ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、皆
さ
ん
に
安

心
を
届
け
る
診
療
所
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

身
近
な

医
療
機
関

と
し
て
ぜ

ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▲工事が始まった診療所棟

新診療所では、現在の診療体制の一部を変更します
詳しい診療体制については、追ってお知らせしますが、変更となる診療内容は次のとおりです。

●変更となる診療内容

　①午後診療の開始	 ②土曜日の休診
　③婦人科の休診	 ④投薬の院外処方化
　⑤CT撮影の休止

問
い
合
わ
せ

水
口
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
６
２‐
３
３
４
６　

 

６
３‐
１
７
２
８

新診療所での診療体制

予定診療科
午前

内科、消化器内科、循環器内科、
糖尿病内科、整形外科、外科、
小児科、リハビリテーション科

午後 調整中
※各曜日１～３診療科を予定

診療曜日 月～金曜日
予定診療時間 午前9：00～12：00　午後2：00～4：00

　甲賀市地域福祉大会が7月3日、忍の里プラ
ラで開催されました。
　オープニングでは「劇団ふりぃだむ」が「杜
子春」を上演。続いての事例発表では、NPO法
人レスキューストックヤードの栗

く り た の ぶ ゆ き

田暢之氏を
コーディネーターに迎え、「防災とご近所福祉
活動」をテーマに、市内３地区の防災に向けた
取り組みが紹介されました。

　会場には市内の福祉関係団体による模擬店や啓発コーナーが並んだほか、アイマスク
や車いす、消火訓練などの体験コーナーも設けられ、参加者は身近な福祉活動について学
んでいました。

▲�劇団ふりぃだむによる「杜子春」

▲�防災に向けた地域の取り組み
が紹介された事例発表

「防災とご近所福祉活動」をテーマに 地 域 福 祉 大 会
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安
全
で
安
心
な

飲
み
水
は

水
源
の
保
全
か
ら

　

甲
賀
市
の
水
道
水
は
河
川
や
地
下

水
に
水
源
を
求
め
て
い
ま
す
。市
や

県
の
浄
水
場
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん

に
安
心
し
て
水
道
水
を
使
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
安
全
で
安
心
な
水

道
水
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
に

は
、何
よ
り
も
、水
源
が
良
好
な
状
態

で
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
、河
川
へ
の
ゴ
ミ
投
棄

や
汚
染
物
で
汚
さ
な
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
ち
、身
近
な
自
然
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

油
な
ど
が
川
の
中
に
浮
い
て
い
た

り
、異
臭
等
に
気
づ
か
れ
ま
し
た
ら

左
記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

県
企
業
庁
で
は
年
間
を
通
じ
て
団

体
で
の
施
設
見
学
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▲�PR大使に任命された匠ポン山先生
（右）とぽんぽこちゃん（左）

　　　　　　  信楽陶芸トリエンナーレ実行委員会事務局  （特区推進室）
 ☎ 　  　ホームページ　http://tri.shigaraki-sp.com
問い合わせ

　『信楽まちなか芸術祭』のオープンを記念し、
10月1日（金）・2日（土）の会期で『日本六古窯サ
ミットin甲賀』を開催します。
　《信楽、備前、丹波、越前、瀬戸、常滑》日本を代
表する六古窯の産地の首長や関係者が一堂に
会し、情報交換や共同事業を通じた交流を行い
ます。
　今回は「日本六古窯の世界進出」をテーマに、
日 本 の

やきもの文化を内外に発信する予定で、現在関係
市町と準備を進めています。
　M

ミ ホ

IHO M
ミ ュ ー ジ ア ム

USEUMでの特別展示や交流事業な
ど、さまざまな関連行事を企画していますが、10
月1日午後に陶芸の森で開催しますサミットセレ
モニーは、市民の皆さんにも自由にご観覧いただ
けます。
　信楽産地での六古窯サミット開催は20年ぶり
となりますので、ぜひこの機会に信楽へお越しく
ださい。

匠
た く み

ポン山
ざ ん

先生とぽんぽ
こちゃん
PR大使に任命
　信楽まちなか芸術祭まで100日となった6月23日、
信楽のキャラクター「匠ポン山先生」と「ぽんぽこちゃん」がPR大使に任命されまし
た。
　信楽陶器まつりのキャラクター匠ポン山先生と、信楽町観光協会から今年4月にデ

ビューしたぽんぽこちゃんは、おじとめいの関係にあたります。
　任命式では、信楽陶芸トリエンナーレ実行委員会会長の中嶋市長がそれぞれに任命書を手渡しました。今後、8月1日
～3日の平城遷都1300年祭や、9月にはJR京都駅でPR。芸術祭開催中は会場で愛嬌をふりまき、まつりを盛り上げてく
れます。

日本六古窯サミット専門委員会　リーダー　平
ひらおか

岡　利
とし

康
やす

さん
日本六古窯サミットin甲賀

　

信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
の
初
日

に
、六
古
窯
産
地
の
首
長
な
ど
に
よ

る「
日
本
六
古
窯
サ
ミ
ッ
ト
」が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
専
門
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
、信

楽
伝
統
産
業
会
館
の
平
岡
利
康
館

長
に
事
業
の
内
容
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ

上
水
道
工
務
課　

維
持
係

☎
８
６‐
８
０
１
５　

 

８
６‐
８
０
３
２

滋
賀
県
甲
賀
水
道
事
務
所

☎
６
２‐
９
４
４
５　

 

６
３‐
０
２
６
６

トリエンナーレ情報局 盛
り
上
げ
よ
う

5

会期◦10月1日（金）～11月23日（火・祝）
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▲�関係市町担当者会議（5月20日、京都市にて）

▲�前回のサミット（2005年瀬戸市）



韓国・利川市から訪問団

　

市
観
光
協
会
が
主
催
す
る
第

３
回
忍
者
検
定
が
６
月
20
日
、

忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
開
催
さ
れ
、

忍
者
に
関
す
る
初
級
と
中
級
の

問
題
に
、84
名
が
挑
み
ま
し
た
。

　

受
検
者
は
小
学
５
年
生
か
ら

79
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
代
層

で
、東
は
茨
城
、西
は
広
島
か
ら

参
加
。初
級
で
は
筆
記
試
験
に

加
え
、忍
者
衣
装
と
手
裏
剣
投

げ
に
よ
る
加
点
も
あ
り
、会
場

に
は
カ
ラ
フ
ル
な
忍
者
姿
の
受
検
者
も
。手
裏
剣
投
げ
で
は
鉄
製
の

十
字
手
裏
剣
を
４
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
的
め
が
け
て
投
げ
、正
確
さ
を

競
い
ま
し
た
。

　

合
格
者
は
初
級（
60
点
以
上
）が

26
名
、中
級（
65
点
以
上
）は
６
名

で
、協
会
長
か
ら
認
定
証
と
し
て

巻
物
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
忍
者
鍋
と
黒
影
ご
は

ん
が
振
る
舞
わ
れ
、受
検
者
は
忍

者
の
里
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

▲�忍者衣装で初級問題に挑戦

▲�狙いを定めて手裏剣を投げる受検者

夏の交通安全
県 民 運 動
　県民一人ひとりが交通ルールを守
り、正しい交通マナーの実践を習慣づ
け、交通事故を防止するため、次のとお
り運動を実施します。
　県下でも、交通事故が相次いで発生
しており、先月から今月にかけて交通
死亡事故多発警報が発令されていま
す。ドライバーの皆さんには、ゆとりを
持った安全運転をお願いします。

【実施期間】
　７月15日（木）～24日（土）

【運動の重点】
❖子どもと高齢者の交通事故防止
❖飲酒、暴走等悪質・危険運転の根絶
❖�全ての座席でのシートベルトとチャ

イルドシートの正しい着用の徹底
❖�夕暮れ時・夜間の交通事故防止と反

射材の普及

　　　　　　  県土木交通部交通政策課
☎077−528−3682
生活環境課　生活交通係
☎ 65−0686　  63−4582

問い合わせ

　

市
の
姉
妹
都
市
、韓
国
・
利イ

チ
ョ
ン川

市
の
農
業
交
流
訪
問
団
が

6
月
28
日
、29
日
の
2
日
間
、当
市
を
視
察
に
訪
れ
ま
し

た
。

　

一
行
は
利
川
市
の
農
業
関
係
者
16
名
。土
山
の
頓
宮
茶

園
や
県
茶
業
指
導
所
な
ど
を
視
察
し
、茶
の
栽
培
技
術
を

学
ん
だ
ほ
か
、J
A
や
大
規
模
農
家
を
訪
れ
、当
市
の
農
業

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
役
所
を
訪
れ
た
訪
問
団
に
、中
嶋
市
長
は「
両
市
農
業

の
発
展
の
た
め
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
に
期
待
し
ま
す
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
の
市
内
農
業

者
と
の
懇
談
で
は
、お

互
い
の
国
の
農
業
に

つ
い
て
情
報
交
換
し
、

現
状
や
課
題
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。

▲�頓宮茶園を視察する一行

▲�JA直売所で説明を受ける一行

忍
者
姿
と

実
技
も
審
査

第３回
忍者検定

農
業
施
設
な
ど
を
視
察
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　日ごろ生活をしている中で、もっと社会がこうなればいいのにとか、こういう催しがあればいいのに、な
どと思うことがありますが、それを自分で取り組んでみる、問題解決のアクションを自発的に起こす、とい
うのが「市民活動」です。市では公益を目的とした自主性のある市民活動に対して補助金を交付しています。
　５月に審査が行われ、今年度の対象事業が決まりました。今月号では事業採択された団体を紹介します。

手作り市で交流信楽GIP
　私たち信楽GIP（Good Idea Produce）は「信楽」の
知名度と観光資源を活かして甲賀市観光の活性化を
目的に活動しています。
　今年度も「げなげな市」と題して地元の農産物や手
作りの品物を露店で販売する手作り市を毎月第１日
曜日、新宮神社の境内で開催します。
　市民の交流の場として、皆さんとお会いできること
を楽しみにしています。

　　　　　　  今井　☎82‐0016　  82‐2814問い合わせ

▲�毎月開催されるげなげな市

環境と福祉の協調を
めざして

NPO法人「鹿深の杜
もり

」
　NPO法人「鹿深の杜」では、使用済み割りばしオブジェに続く第
2弾として、市内の飲食店から回収した使用済みのてんぷら油をろ
うそくに加工し、アロマ液を注入したオブジェを制作、新名神パー
キングエリア売店、道の駅あいの土山などで販売を始めました。
　器は信楽焼で地元の知的障害者訓練施設が、製品の完成までを
知的障害者通所授産施設が担当し、環境と福祉の協調をめざして
取り組んでいます。
　また、これまで産業廃棄物として処理されていた廃材を利用し
てNPOの拠点施設となるログハウスを造る計画をしています。

　　　　　　  墨田　☎62‐1959　  63‐1960問い合わせ

▲�てんぷら油からろうそくのオブジェを制作

▲�保育園での合同研修

障がい者の地域参加
を支援

盲ろうサークルふれんど
　私たちは、「盲・ろう」という目と耳に重複障がいをもった人
たちが地域で気軽にコミュニケーションできたり、地域参加で
きるように活動しています。
　例えば保育園での保育士さんとの合同研修では、盲ろう者の
体験談を聞き理解を深めました。今年度は保育園からの依頼
で、年３回園児の手話教室を開催します。
　私たちの活動に興味を持たれた方、またお近くに盲ろう者が
おられましたらお誘いいただき、お気軽にお越しください。

　　　　　　  上西　☎／  75‐0486問い合わせ

応援します
市 民 活 動
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19
回
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大
会
が
6
月
20
日
、

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
県

内
外
の
民
謡
愛
好
家
1
4
6
名
が
の
ど
を
競
い
ま
し

た
。

　

少
年
少
女
の
部
と
一
般
の
部
が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
で

熱
唱
す
る
出
演
者
に
客
席
か
ら
は
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
、
少
年
少
女
の
部
で
優
勝
し
た
地
元
の
竜り

ゅ
う
お
う王

み

や
び
さ
ん
が
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
歌
声
を
披
露
し
た
ほ

か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
日
頃
か
ら
鈴
鹿
馬
子
唄

学
習
塾
で
練
習
を
重
ね
て
い
る
土
山
の
4
小
学
校
児
童

も
出
演
し
ま
し
た
。

〜甲南第三小学校〜

本物の落語を
間近で楽しむ

〜
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大
会
〜

自
慢
の
の
ど
を
競
う

第

▲�桂坊枝さんから落語の動作を教わる児童

南
第
三
小
学
校
で
6
月
24
日
、
大
阪
で
活

躍
す
る
落
語
家
桂か

つ
ら

坊ぼ
う
し枝

さ
ん
を
招
い
て

落
語
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

坊
枝
さ
ん
は
甲
南
地
域
で
落
語
会
を
重
ね
て
お

り
、
同
小
へ
の
来
校
も
2
回
目
。
こ
の
日
は
音
楽

室
に
設
け
ら
れ
た
高
座
か
ら
、
落
語
の
小
道
具
や

動
作
に
つ
い
て
児
童
に
伝
授
し
、
古
典
落
語
「
時

う
ど
ん
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
登
場
人
物
に
合
わ

せ
て
声
色
を
変
え
、
箸
に
見
立
て
た
扇
子
で
熱
々

の
う
ど
ん
を
す
す
る
し
ぐ
さ
が
会
場
の
笑
い
を
誘

い
、
児
童
は
芸
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
落
語
を
体
験
す
る
時
間
も
設
け
ら
れ
、

舞
台
に
上
が
っ
た
3
名
の
児
童
は
緊
張
し
な
が
ら

も
坊
枝
さ
ん
の
芸
を
真
似
な
が
ら
演
じ
、
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

甲

市内の入賞者は次のとおりです。（敬称略）
◎少年少女の部
	 3位	 黒

く ろ か わ

河　望
み こ

子　 　7位	 北
き た お か

岡　秀
ひ で の り

典
	 4位	 水

み ず た に

谷　光
こ う す け

佑　　 8位	 大
お お は た

畑　茉
ま み

美
	 6位	 米

よ ね く ら

倉なな子
こ

　	 10位	 分
わ け べ

部　登
と わ

波
◎一般の部　5位　田

た な か

中　千
ち づ る

鶴

▲�ステージで熱唱する出演者

～土山歴史民俗資料館テーマ展～

東海道など
市内5つの道を紹介

▲�土山・笹尾峠にある板碑の拓本も展示

く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
甲
賀
市
。
時
代
を
超
え
て
人
や
物
、

文
化
が
行
き
交
っ
て
き
た
市
内
の
道
を
紹
介
す
る
テ
ー
マ
展
「
東
海
道
と
甲
賀

の
諸
道
を
あ
る
く
」
が
７
月
18
日
ま
で
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
で
は
、
市
内
を
通
る
道

の
中
か
ら
メ
イ
ン
と
な
る
東
海

道
、
そ
こ
か
ら
各
地
へ
延
び
る

御ご
だ
い代

参さ
ん

街
道
、
杣
街
道
、
信
楽
道
、

伊
賀
道
の
各
道
と
、
道
沿
い
に

あ
る
道
標
や
旅
の
難
所
と
な
っ

た
峠
に
つ
い
て
、
写
真
と
地
図

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
甲
賀
の

道
を
歩
い
て
み
る
と
新
た
な
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

古
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GENKI na MACHIKADO

〜信楽子育て支援センター〜

お姉ちゃんと
楽しい時間過ごす

〜水口老人クラブ連合会奉仕作業〜

公共施設を美しく

楽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
6
月
18
日
、
高
校
生
と
交

流
す
る
「
高
校
生
の
お
姉
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
!!
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
子
育
て
親
子
に
、
普

段
と
は
少
し
違
う
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
信
楽

高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
企
画
か
ら

運
営
ま
で
す
べ
て
行
っ
た
も
の
。

　

当
日
は
、
お
絵
か
き
や
シ
ー
ル
貼

り
、マ
マ
の
た
め
の
ネ
イ
ル
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、親
と
子
と
も
に
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
が
並
び
ま
し
た
。
特
に
子
ど
も

た
ち
は
、
普
段
あ
ま
り
接
す
る
機
会

が
な
い
高
校
生
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

に
大
は
し
ゃ
ぎ
の
様
子
で
し
た
。

口
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
奉
仕
作
業
で
、

市
役
所
水
口
庁
舎
周
辺
の
樹
木
の
剪
定
や
除
草
作
業
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奉
仕
作
業
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
6

月
18
日
に
実
施
。
梅
雨
空
を
心
配
し
な
が
ら
も
、
園
芸
部
員
の

皆
さ
ん
が
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
、

市
役
所
や
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
な
ど
の
公

共
施
設
が
美
し
く
、
す
っ
き
り
と
整

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
嶋
市
長
は
、「
敷
地
が
広
く
、

皆
さ
ん
の
お
力
に
大
き
く
ご
貢
献
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。

水 信

〜カジカガエル〜

渓流に響く美しい鳴き声

〜佐山小学校〜

手を伸ばして夢中で梅もぎ

夏
か
ら
梅
雨
に
か
け
て
美
し
い
声
で
鳴
く
カ
ジ
カ
ガ

エ
ル
。「
フ
ィ
フ
ィ
フ
ィ
…
」
と
い
う
鹿
の
よ
う
な
鳴

き
声
が
名
前
の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
地
の
渓
流
や
そ
の
周
辺
の
森
林
な
ど
自
然
度
の
高
い
河

川
に
生
息
し
て
お
り
、
市
内
で
も
土
山
や
甲
賀
な
ど
の
山
間

部
で
そ
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
土
山
の
か
も
し
か
荘
付
近

の
野
洲
川
で
、
実
際
に
カ
ジ
カ
ガ

エ
ル
の
声
を
聞
い
た
と
い
う
方
か

ら
、「
夜
8
時
ご
ろ
、
鈴
を
転
が
す

よ
う
な
美
し
い
声
が
川
に
反
響
し

て
聞
こ
え
た
」
と
い
う
情
報
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
鳴
き
声
は
8

月
ご
ろ
ま
で
聞
け
る
よ
う
で
す
。

山
小
学
校
児
童
が
6
月
15
日
、
近
く
の
児
童
擁
護
施
設

「
鹿
深
の
家
」
で
地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
と
一
緒

に
梅
も
ぎ
を
体
験
し
ま
し
た
。
生
活
科
の
学
習
の
一
環
で
2
年

生
12
名
が
参
加
。
児
童
た
ち
は
高
い
所
に
実
を
見
つ
け
る
と
、

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
脚
立
を
利
用

す
る
な
ど
し
て
夢
中
で
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
収
穫
量
が
例
年
よ
り
少
な
め
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

大
き
な
か
ご
に
集
め
ら
れ
た
実
を
見
て
子
ど
も
た
ち
は
う
れ

し
そ
う
な
様
子
。

一
部
を
学
校
に
持

ち
帰
り
、
後
日
、

梅
ジ
ュ
ー
ス
や
梅

干
し
作
り
に
も
挑

戦
し
た
そ
う
で
す
。

佐 初

▲�奉仕作業に汗を流す皆さん ▲�シール遊びを楽しむ子どもと
　高校生のお姉ちゃん

▲�民生委員に手伝ってもら
い梅もぎをする児童 ▲�美しい鳴き声を響かせるカジカガエル
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　　　　　　　健康推進連絡協議会事務局（保健介護課）
☎ 65-0703　  63-4085
問い合わせ

　宇川会館で、はーと貴生川スポーツクラブが開催した健康
講座で、貴生川地区の健康推進員が体操や寸劇を交えながら
健康について啓発しました。
　はじめに楽しい手遊びや歌にあわせた体操でこころと体を
ほぐしました。その後、健康推進員が作成し演じる寸劇「へっ
ぴり嫁」を見ていただき、大いに笑っていただきながら、たば
この害・メタボリックシンドローム・骨粗しょう症、がん検診
について学んでいただきました。
　心身の健康の維持にはバランスのよい食事・運動そして笑
いが大切です。笑うことによって体と脳が活性化され免疫力
が高まります。毎日たくさん笑っていつまでも若々しく元気
に過ごしたいものですね。

▲�健康について考える寸劇「へっぴり嫁」の一場面

参加者の声
◦�楽しい劇で大いに笑って健康についても学べたの
で一石二鳥でした。
◦歌に合わせて楽しい手遊びができました。
◦楽しくて、とても早く時間が過ぎました。

●�８月１日は、年に一度の被保険者証の更新日です。更新に伴い、現在、後期高齢者医療制度に加入されている方全員の被保
険者証が新しくなります。

●�８月１日からは、今お持ちの被保険者証は使えませんので、ご注意ください。
　※有効期限をお確かめください。

　全国各地で、市役所や広域連合などの職員を装っ
て、後期高齢者医療制度の被保険者証をだまし取っ
たり、保険料の徴収と偽ってお金をだまし取った
り、虚偽の電話で個人情報を聞き出したりする事件
が起こっています。

不審な訪問者には…
▪絶対に被保険者証を渡さないようにしましょう
▪�絶対に生年月日、口座番号など個人情報を教えな
いようにしましょう
▪�金銭のやり取りの際は、相手の身分証などを必ず
確認しましょう

「怪しいな」と思ったときは、最寄りの警察か、市役所保険年金課
または滋賀県後期高齢者医療広域連合へご連絡ください。

▲�歌に合わせて体操する皆さん

笑ってますます元気に

8月1日から有効の新しい
被保険者証をお届けします

後期高齢者医療保険に
加入の皆さんへ

二つ折りに
して使います

うぐいす色
（薄緑色）に

なります
注 意 被保険者証詐取事件

にご注意ください

　　　　　　  保険年金課　後期高齢者医療係
　☎ 65-0689　  63-4618
問い合わせ

見　本
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　国勢調査は、日本に住んでいるす
べての人を対象とした最も基本的な
統計調査で、国内の人口や世帯など
の実態を把握するために5年に一度
行われています。
　今年は「平成22年国勢調査」の年
となり、10月1日を基準日として全
国一斉に実施されます。

Q �調査結果はどんなことに使われ
るの？

A �都道府県議会や市町村議会の
議員数の決定、地方交付税交付
金の算定基準などに用いられた
り、都市計画や社会福祉政策、経
済政策、防災計画などを立てた
りするときの基礎資料として活
用されます。

　 �このほかにも、将来人口の予測や
人口分析など、さまざまな分野で
調査結果が使われます。

Q �調査の方法は?
A �9月下旬から国勢調査員が国内の

全世帯を訪問して調査票を配布
し、10月1日現在の状況を調査票
に記入していただきます。

　� �調査票の回収は、10月上旬に国勢
調査員が再び訪問させていただ
くか、郵送で提出していただくか
を選択できます。 

Q �国勢調査員はどんな人?
A �調査票を配布、回収する国勢調査

員は、総務大臣が任命する非常勤
の国家公務員で、全国でおよそ
70万人が従事します。

　 �調査員には統計法により守秘義
務が課せられており、身分を証明
するための「国勢調査員証」を携
帯しています。

みんなで描く日本の自画像

今年は
「平成22年
国勢調査」の年

　　　　　　 総務課　統計係
☎ 65-0752　  63-4561
問い合わせ

その 2

現
在
、有
効
期
限
が
平
成
22
年
7
月
31
日
と
な
っ
て
い
る
福
祉

医
療
費
受
給
券
・
助
成
券
を
お
持
ち
の
方
は
、更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

1�

福
祉
医
療
費
受
給
券
・
助
成
券
の
更
新
手

続
き

　

受
給
資
格（
※
そ
れ
ぞ
れ
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

●
重
度
心
身
障
害
者（
児
）（
65
歳
未
満
）

·
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
所
持
者

·
知
的
障
害
の
程
度
が
重
度
の
方

·�

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
で
、か
つ
知
的
障
害
の
程
度
が
中
度
の
方

·
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
支
給
対
象
児
童

·�

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
で
旧
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
に
規

定
す
る
地
域
に
居
住
し
、認
定
さ
れ
た
方

※�

65
歳
～
74
歳
の
方
で
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
障
害
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、こ
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
重
度
心
身
障
害
老
人（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
該
当
者
）

·
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
所
持
者

·
知
的
障
害
の
程
度
が
重
度
の
方

·�

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
で
、か
つ
、知
的
障
害
の
程
度
が
中
度
の
方

·�

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
で
旧
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
に
規

定
す
る
地
域
に
居
住
し
、認
定
さ
れ
た
方

●
母
子
・
父
子
家
庭（
65
歳
未
満
）

·�

18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
方
及
び
そ

の
子

●
ひ
と
り
暮
ら
し
寡
婦（
65
歳
未
満
）

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
寡
婦（
65
歳
～
69
歳
）

·�

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
、か
つ
て
配
偶
者
の
な
い
女
子
と
し
て

児
童
を
扶
養
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
方
で
、か
つ
、ひ
と
り
暮
ら

し
の
状
態
が
1
年
以
上
続
い
て
お
り
、今
後
も
そ
の
状
態
が
継

続
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方

●
老
人（
65
歳
～
69
歳
）

·�

本
人
、配
偶
者
及
び
扶
養
義
務
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、市
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方

　
�

精
神
科
通
院
医
療
費
受
給
券
・
助
成
券
の

　

更
新
手
続
き

　

受
給
資
格（
※
そ
れ
ぞ
れ
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

●
重
度
精
神
障
害
者（
児
）（
65
歳
未
満
）

·�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
・
2
級
所
持
者
で
自
立
支
援

医
療（
精
神
通
院
医
療
）を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

※�

65
歳
～
74
歳
の
方
で
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
障
害
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、こ
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
重
度
精
神
障
害
老
人（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
該
当
者
）

·�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
・
2
級
所
持
者
で
自
立
支
援

医
療（
精
神
通
院
医
療
）を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

手
続
き
期
間

　

7
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分（
土
・
日
を
除
く
）

場
所

　

保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

持
参
す
る
物

　

·
健
康
保
険
証

　

·�

前
住
地
の
所
得
証
明（
平
成
22
年
1
月
2
日
以
降
に
本

市
に
転
入
さ
れ
た
方
）

　

·
そ
の
他
通
知
に
明
記
さ
れ
て
い
る
物

※�

該
当
の
方
へ
は
7
月
中
旬
に
個
人
あ
て
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、

更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、通
知
の
な
い
方
で
、該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

☎
6
5
-0
6
8
9　

 

6
3
-4
6
1
8

福
祉
医
療
費
受
給
券
・
助
成
券
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
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お　

知　

ら　

せ

「
は
か
り
」の
種
類
と
数
の
調
査

　
計
量
法
に
も
と
づ
き
、
本
年
９
月
下
旬

に
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
事
前
に
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
対
象
と
な
る
は
か
り
を
お
持
ち

で
今
回
初
め
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
左
記
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
８
月
20
日︵
金
︶

対
象　
①
商
品
や
生
産
物
の
取
り
引
き

に
使
用
し
て
い
る
は
か
り
︵
薬
局
を
含

む
︶

②
公
共
機
関
、
病
院
、
事
務
所
な
ど
で
計

量
の
証
明
に
使
用
し
て
い
る
は
か
り

 
 

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

☎ 

６
５
ー
0
7
0
8　

 

６
３
ー
4
0
8
7

金
融
庁
・
消
費
者
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

貸
金
業
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
22
年
６
月
18
日
に
改
正
法
が
施

行
さ
れ
、
借
入
総
額
が
「
年
収
の
３
分
の

１
」
を
超
え
る
場
合
、
新
規
の
借
り
入
れ

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
借
り
入
れ
や
返
済
の
お
悩
み
は
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

多
重
債
務
相
談
窓
口
：
近
畿
財
務
局

☎ 

０
６
ー
6
9
4
9
ー
6
8
7
5

 

０
６
ー
6
9
4
9
ー
1
8
9
1

消
費
生
活
相
談
窓
口
：
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

☎ 

0
5
7
0
ー
0
6
4
ー
3
7
0

2
0
1
0
人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー

■
第
６
回

日
時　
８
月
６
日︵
金
︶19
時
30
分
～
21
時

場
所　
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容　

演
題　
「﹃
じ
ん
け
ん
﹄
と
い
う

視
点
で
見
つ
め
よ
う
！
私
た
ち
の
生
活

を
！！
」

講
師　
藤ふ
じ
井い

藤と
う
太た
ろ
う郎
さ
ん
︵
滋
賀
県
人
権

セ
ン
タ
ー
︶

※
参
加
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り

 

人
権
推
進
課　

☎ 

６
５
ー
0
6
9
3　

 

６
３
ー
4
5
8
2

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定　

更
新
手
続
き
の
ご
案
内

　
現
在
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
お
ら
れ
る
方
で
介
護
保
険
被
保
険
者

証
に
書
か
れ
て
い
る
有
効
期
間
が
平
成

22
年
７
月
31
日
ま
で
の
方
に
は
、
更
新

申
請
書
を
６
月
初
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
ご
希
望
の
方
で
、
更
新
申
請
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
７
月
30

日（
金
）ま
で
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

最
寄
り
の
支
所
ま
た
は
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
保

健
介
護
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

 

保
健
介
護
課　

介
護
保
険
係

☎ 

６
５
ー
0
6
9
9・0
6
9
7

 

６
３
ー
4
0
8
5

催　
　
　
　

し

に
ん
く
る
土
曜
塾

リ
サ
イ
ク
ル
工
作

日
時　
８
月
21
日︵
土
︶10
時
～
11
時
30
分

場
所　
に
ん
く
る
児
童
館︵
相
模
教
育
集
会
所
︶

内
容　
魚
釣
り
、
吹
き
矢
作
り

定
員　
15
名

申
込
締
切　
８
月
９
日︵
月
︶

 
 

相
模
教
育
集
会
所

☎ 

８
８
ー
5
6
9
2　

 

８
８
ー
5
6
9
6

 

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

「
南
の
Ｓ
字
星

～
天
空
を
は
う 

さ
そ
り
座
～
」

日
時　
７
月
24
日︵
土
︶

19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

内
容　
天
体
の
お
話
、
金
星
・
土
星
な
ど

の
観
望

申
込
方
法　
電
話
に
て
左
記
ま
で

申
込
締
切　
７
月
23
日︵
金
︶先
着
35
名

※�

天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
あ
り

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎ 

８
８
ー
4
1
0
0　

 

８
８
ー
5
0
5
5

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

森
の
教
室

８
月
１
日（
日
）
星
座
の
早
見
盤
を
つ
く

ろ
う

定
員
30
名
、
材
料
費
１
０
０
円

８
月
８
日（
日
）
大
地
か
ら
つ
く
る
手
作

り
ク
レ
ヨ
ン

定
員
20
名
︵
小
学
生
以
上
︶、
材
料
費

１
０
０
円

８
月
14
日（
土
）・15
日（
日
）化
石
の
レ
プ

リ
カ
を
つ
く
ろ
う
︵
両
日
と
も
同
内
容
︶

定
員
30
名
、
材
料
費
２
０
０
円

場
所　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

時
間　
い
ず
れ
も
14
時
か
ら
１
時
間
程
度

費
用　
材
料
費
の
ほ
か
に
、
入
館
料
︵
大

人
２
０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０
円
︶

申
込
方
法　
参
加
者
の
氏
名
・
年
齢
か

学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
左
記
ま
で
。

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
。

申
込
締
切　
７
月
31
日︵
土
︶

 
 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎ 

６
３
ー
6
7
1
2　

 

６
３
ー
0
4
6
6

夏
休
み
！

家
族
と
一
緒
に
里
山
体
験

日
時　
７
月
24
日︵
土
︶、８
月
１
日︵
日
︶

集
合
９
時
30
分　
解
散
14
時
︵
雨
天
中
止
︶

活
動
場
所　
水
口
町
松
尾
の
里
山

集
合
場
所　
水
口
テ
ク
ノ
ス
駐
車
場

定
員　
各
日
先
着
60
名

持
ち
物　
弁
当
、
お
茶

参
加
費　
一
人
３
０
０
円
、
他
に
材
料
代

※�

遊
歩
道
や
林
間
遊
具
の
あ
る
里
山
で
、

池
に
は
ザ
リ
ガ
ニ
や
メ
ダ
カ
、
フ
ナ
が

泳
ぎ
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
の
眺
め
も

抜
群
。
帰
省
し
た
家
族
も
ご
一
緒
に
。

 
 

N
P
O
法
人
甲
賀
の
環
境
・
里
山

元
気
会
（
松
本
）☎ 

／

 

６
２
ー
3
4
1
5
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第
31
回
十
代
の
主
張
水
口
大
会

（
子
ど
も
輝
き
講
演
会
）

日
時　

８
月
１
日︵
日
︶13
時
30
分
～
16

時
30
分
︵
13
時
開
場
︶
※
入
場
無
料

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル

内
容　
水
口
・
城
山
・
水
口
東
各
中
学
校

生
徒
６
名
の
意
見
発
表
、
講
演
「
い
ま
、

お
と
な
に
で
き
る
こ
と
ー
子
ど
も
の
た
め

に
ー
と
い
う
前
に
」
講
師　
教
育
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト　
青あ
お
き木
悦え
つ
さ
ん

※
託
児
あ
り
︵
要
事
前
申
込
︶

 

甲
賀
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
水
口
支
部

事
務
局
（
水
口
中
央
公
民
館
）

☎ 

６
２
ー
0
4
8
8　

 

６
２
ー
3
3
3
8�

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森　

し
ぜ
ん
学
習
会

「
夏
の
星
座
を
見
つ
け
よ
う
」

日
時　
８
月
７
日︵
土
︶19
時
30
分
～
21
時

場
所　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

対
象　
小
学
生
以
上
。
保
護
者
同
伴
で
。

定
員　
先
着
15
名

持
ち
物　
参
加
費
１
０
０
円
、
あ
れ
ば
懐

中
電
灯

申
込
方
法　
参
加
者
全
員
の
氏
名・年
齢

か
学
年・住
所・電
話
番
号
を
左
記
ま
で

 
 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎ 

６
３
ー
6
7
1
2　

 

６
３
ー
0
4
6
6

信
楽
高
原
鐵
道 

ひ
ま
わ
り
列
車

運
行
日
時　
７
月
31
日︵
土
︶、８
月
１
日︵
日
︶

信
楽
駅
10
時
17
分
↓
貴
生
川
駅
10
時
40
分

貴
生
川
駅
10
時
54
分
↓
信
楽
駅
11
時
18
分

信
楽
駅
13
時
24
分
↓
貴
生
川
駅
13
時
47
分

貴
生
川
駅
13
時
54
分
↓
信
楽
駅
14
時
18
分

※�

往
復
ご
乗
車
の
お
子
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り

 

信
楽
高
原
鐵
道

☎ 

８
２
ー
4
3
6
6　

 

８
２
ー
3
3
2
3

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
夏
季
企
画
展

「
こ
ど
も
の
せ
か
い

―
乗
物
絵
本
作
家
・
安
井
小
弥
太
の
作

品
を
中
心
に
―
」

期
間　
７
月
28
日︵
水
︶～
９
月
19
日︵
日
︶

10
時
～
17
時︵
月
・
火
曜
休
館
︶

場
所　
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
第
２
展
示
室

内
容　
今
年
の
「
国
民
読
書
年
」
に
あ

わ
せ
、
土
山
町
出
身
の
乗
物
絵
本
作
家

安や
す
い
こ
や
た

井
小
弥
太
の
活
躍
を
中
心
に
紹
介

※
入
場
無
料

 

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

☎  

６
６
ー
1
0
5
6　

 

６
６
ー
1
0
6
7

鹿
深
車
イ
ス
D
E
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
2
0
1
0

日
時　

８
月
28
日︵
土
︶８
時
45
分
～
13

時
30
分
予
定

︽
雨
天
の
場
合
は
内
容
を
変
更
し
て
実
施
︾

内
容　
６
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
窯
元
や
街

並
み
散
策
、
車
イ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
風
船

バ
レ
ー
の
体
験
、
信
楽
高
原
鐵
道
に
乗
る

体
験
、
そ
ば
う
ち
体
験
な
ど

場
所　
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

対
象　
中
学
生
以
上
︵
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
で
参
加
︶

定
員　
先
着
30
チ
ー
ム
︵
１
チ
ー
ム
３
～

４
人
。
一
人
で
も
参
加
可
︶

参
加
費　
１
０
０
円

申
込
締
切　
８
月
13
日︵
金
︶

 
 

（
社
）
甲
賀
･
湖
南
人
権
セ
ン
タ
ー

（
あ
す
ぱ
る
甲
賀
）

☎ 

６
５
ー
4
0
2
0　

 

６
５
ー
4
0
2
1

募　
　
　

集

日
本
語
指
導
者
養
成
講
座

受
講
者
募
集

内
容　
日
本
語
を
教
え
て
み
た
い
と
い

う
方
の
た
め
の
初
級
講
座

日
時　
８
月
１
日︵
日
︶13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
２
階

会
議
室

講
師　

同
志
社
大
学　

日
本
語
・
日
本

文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
講
師
原は
ら
だ田

朋と
も
こ子
さ
ん

受
講
料　
一
般
２
、０
０
０
円　

協
会
会

員
無
料

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎ 

／

 

６
3
ー
8
7
2
8

自
衛
官
募
集

航
空
学
生　
高
卒
︵
見
込
含
︶
以
上
21
歳
未

満
対
象
、
受
付
は
８
月
１
日︵
日
︶～
９
月
10

日︵
金
︶、試
験
日
は
１
次
９
月
23
日︵
木・祝
︶、

２
次
10
月
16
日︵
土
︶～
21
日︵
木
︶、
３
次
11

月
13
日︵
土
︶～
12
月
16
日︵
木
︶

一
般
曹
候
補
生　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

対
象
、
受
付
は
８
月
１
日︵
日
︶～
９
月

10
日︵
金
︶、
試
験
日
は
１
次
９
月
18
日

︵
土
︶、
２
次
10
月
９
日︵
土
︶

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）（
任
期
制
自
衛

官
）　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
対
象
、
受
付

は
８
月
１
日︵
日
︶～
９
月
22
日︵
水
︶、
試

験
日
は
９
月
25
日︵
土
︶、
27
日︵
月
︶

自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）（
任
期
制
自
衛

官
）　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
対
象
、
受
付

は
８
月
１
日︵
日
︶～
９
月
10
日︵
金
︶、
試

験
日
は
９
月
26
日︵
日
︶

 
 

自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力
本
部　

草

津
地
域
事
務
所

☎ 

／

 

0
7
7
ー
5
6
3
ー
8
2
0
5

2
0
1
0
年
度 

日
本
語
教
室

〈
後
期
〉
開
講
・
受
講
者
募
集

内
容　
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
外
国

籍
の
方
の
た
め
の
日
本
語
学
習
教
室

期
間　
金
曜
教
室
８
月
27
日
～
12
月
17
日

土
曜
教
室
８
月
28
日
～
12
月
18
日　

︵
10
月
１・
２
日
、
29
・
30
日
は
休
み
︶各

コ
ー
ス
全
15
回

時
間　
19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　
鹿
深
ホ
ー
ル︵
水
口
中
央
公
民
館
横
︶

受
講
料　

６
、０
０
０
円
+
２
０
０
円

︵
光
熱
費
︶
テ
キ
ス
ト
・
訳
本
は
必
要
な

人
の
み
別
途
要

※�

ク
ラ
ス
分
け
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
８
月

８
日︵
日
︶鹿
深
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

受
講
希
望
の
方
は
13
時
～
16
時
の
間

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎ 

／

 

６
3
ー
8
7
2
8
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8月の予定
親 子 対 象 の 催 し
　乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、
市内の施設でいろいろな事業を行っています。

※�参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地域
の活動にも参加していただけます。

※�講座等の詳しい内容については各担当にお問い合わせく
ださい。

家庭教育支援事業（こども未来課）
・ 　☎ 86-8171　  86-8380

★親子ふれあい音楽広場
日　時／ 25日（水）11:00～12:00
場　所／碧水ホール　※申込不要
	 『さわってあそぼうガムラン楽器』
　　　　　　ガムラン：インドネシアの民族楽器
対　象／未就学児とその保護者（0歳から参加可）

★乳幼児おはなし広場 （同じ内容で2回開催）
日　時／ 24日（火）10:30～10:50、11:00～11:20
場　所／水口図書館　※申込不要

公民館事業
★スマイルキッズ　 ・ 　☎ 82-8075　  82-2463

※�詳しくは信楽地域の各公民館、信楽支所、信楽図書
館などに設置の案内チラシをご覧ください。

※申込締切は、8月25日（水）16：00です。

日　時／27日（金）10：00～12：00
場　所／信楽中央公民館
	 『親子でゆったりヨガ体験』
　　　　　　 持ち物／お茶、タオル　参加費／無料

★ホッとスペース
　   かふか生涯学習館　☎ 88-4100　  88-5055

日　時／5日（木）10：00～12：00
場　所／佐山荘（甲賀北保育園横）
	 『ふれあいあそびや手あそびをしよう』

児童館事業
★にんくる子育て広場　 ・ 　☎ 88-5692　   88-5696

日　時／20日（金）10：00～11：30
場　所／にんくる児童館（甲賀 相模教育集会所）
	 『風船人形「ムニュムニュ星人」作り』

　　　　　　 持ち物／風船、小麦粉200g
　　　　　　 定　員／先着10組

　　　　　　 申込締切／8月10日（火）

★かえで子育て広場　 ・ 　☎ 86-4363

日　時／5日（木）10：30～11：30
場　所／かえで会館（甲南）
	 交流会：「寺庄子ども文庫」のお兄さん
	 お姉さん（小学生）と遊ぼう！
　　　　　　 定　員／先着20組（要申込）

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

日
時　

９
月
16
日︵
木
︶・
24
日︵
金
︶・

30
日︵
木
︶・
10
月
７
日︵
木
︶・
14
日

︵
木
︶・
21
日︵
木
︶・
28
日︵
木
︶・
11
月

５
日︵
金
︶︽
予
備
日
11
月
11
日︵
木
︶︾
全

８
回　
９
時
45
分
～
11
時
45
分

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

場
所　
水
口
中
央
公
民
館

内
容　
子
育
て
中
の
保
護
者
が
悩
み
や

意
見
を
出
し
合
っ
て
不
安
を
解
消
し
、
自

分
に
あ
っ
た
前
向
き
な
子
育
て
の
方
法

を
見
つ
け
る
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

対
象　
概
ね
１
～
３
歳
児
の
保
護
者
14

名
︵
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

参
加
費　
テ
キ
ス
ト
代
︵
５
１
０
円
︶

申
込
方
法　
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
設
置
の
申
込
用
紙
で
８
月
20
日︵
金
︶

ま
で
に
左
記
へ
。
※
託
児
あ
り

【
託
児
ス
タ
ッ
フ
募
集
】

日
時　
上
記
開
催
日
の
９
時
30
分
～
12
時

報
酬　
１
回
に
つ
き
１
、０
０
０
円

申
込
方
法　
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
設
置
の
申
込
用
紙
で
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︶

ま
で
に
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。
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ラ
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ィ
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ス
タ
ッ
フ
募
集

仕
事
内
容　
「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」

の
会
期
中
に
開
局
す
る
Ｆ
Ｍ
放
送
局
の

番
組
の
制
作
や
放
送
、
Ｄ
Ｊ

ス
タ
ジ
オ
場
所　
「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術

祭
」
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

︵
市
役
所
信
楽
支
所
東
別
館
︶

放
送
期
間　

10
月
１
日︵
金
︶～
11
月
23

日︵
火・祝
︶

活
動
期
間　
８
月
初
旬
～
11
月
23
日

応
募
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

 
 

F
M
し
が
ら
き
実
行
委
員
会
事
務
局

☎ 
 

Ｅ
メ
ー
ル　

元
気
を
つ
く
る
合
い
言
葉

「
早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は
ん
」

　

�

た
っ
ぷ
り
眠
っ
て
、し
っ
か
り
早

起
き

親子の自由なスペース「つどいの広場」
　市では、子どもの健やかな育ちと子育て家庭を応援し
ようと「つどいの広場」を開設しています。つどいの広
場は、主に０～３歳のお子さんと保護者の方が自由に集
い、交流できる場所です。お気軽にお立ち寄りください。
場　所◦甲南青少年研修センター（甲南町葛木875番地）
開設日◦火・水・金曜日　10 ～ 15時　※参加無料
※�夏休み期間中など、不定期で休みがありますので、こちらでご確

認ください。
　（つどいの広場ブログ→http://kokatudoi.shiga-saku.net/）

 社会福祉課　児童家庭支援係
　 ☎ 65ー0705　  63ー4085

ご利用ください
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8
月

あかちゃんひろば……… ０～１歳の未就園児とその保護者
ぴょんぴょんひろば…… １～２歳半の未就園児とその保護者
キッズランド…………… 2歳半以上の未就園児とその保護者

●�お住まいの地域でお互いに顔見知りになり、情報交換、仲間づ
くりをしていただくために、各支所エリアの方を対象としてい
る事業があります。各支援センターにお問い合わせください。

※場所の掲載がないものは、各子育て支援センターで行います。
※子育て広場の対象は、右記のとおりです。 お茶、タオル、着替え、帽子など、各自必要な持ち物をお持ちください。

☎／  65-5511
〈利用時間〉月〜土 9:00〜17:00

水口子育て支援センター

あかちゃんひろば（自由遊び）
日時 ▼10、24日（火）10：00〜11：30
あかちゃんルーム
日時 ▼2、9、23日（月）13：30〜15：00
対象 ▼ �生後2、3か月頃からの子どもと

その保護者
　　　２ 日　H22.3月生まれ
　　　９ 日　H22.4月生まれ
　　　23日　H22.5月生まれ
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼ �4、18日（水）10：00〜11：30
　　　４ 日　水遊び 
　　　18日　自由遊び
キッズランド（水遊び）  
日時 ▼3日（火）10：00〜11：30
わくわくひろば(小麦粉粘土)   
日時 ▼17日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �2歳半以上の未就園児とその保護者
持ち物 ▼ �小麦粉200g、ビニール袋
　　　　あれば調理用ボール25㎝位
オープンルーム（自由遊び）
日時 ▼5、19日（木）・11、25日（水）
　　　9：30～11：30
　　　10、24日（火）13：00～15：00
対象 ▼ �未就園児とその保護者
子育て講座「ベビーマッサージ」
日時 ▼27日（金）10：30～11：30
対象 ▼0～1歳の未就園児とその保護者
持ち物� ▼ �お手持ちのオイル(ベビーオ

イル等)
その他 ▼ �定員10組

☎ 66-0375　      -   　　
〈利用時間〉月〜金 9:00〜17:00

土山子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼ �11日（水）10：00〜11：30
ぴょんぴょんひろば（水遊び）
日時 ▼ �20日（金）10：00〜11：30
場所 ▼ ��大野保育園
持ち物� ▼上靴
その他 ▼ �雨天の場合は内容変更
キッズランド（水遊び）
日時 ▼ �３日（火）10：00〜11：30
場所 ▼ ��土山にこにこ園

持ち物� ▼上靴
その他 ▼ �雨天の場合は内容変更
おひさまポケット
日時 ▼ �18日（水）11：00〜11：30
対象 ▼ ��未就園児とその保護者
場所 ▼ ��フィランソ土山

☎ 88-8115　  88-8145
〈利用時間〉火〜土 9:00〜17:00

甲賀子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼ �13、27日（金）10：00〜11：30
　　　13日　自由遊び
　　　27日　ふれあい遊び
ぴょんぴょんひろば（水遊び）
日時 ▼ �17、24日（火）10：00〜11：30
キッズランド（水遊び）
日時 ▼ �3日（火）10：00〜11：30
リトルひろば（自由遊び）
日時 ▼ �10、31日（火）10：00～11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
ひよこサロン（自由遊び）
日時 ▼ �6、20日（金）10：00～11：30
対象 ▼ �0～1歳児とその保護者

☎／  86-0949
〈利用時間〉月〜金 9:00〜17:00

甲南子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼10、17日（火）10：00〜11：30
対象 ▼10日　6か月までの赤ちゃん
　　　17日　7か月～1歳の赤ちゃん
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼9、23日（月）10：00〜11：30
キッズランド（水遊び）
日時 ▼3日（火）10：00〜11：30
おはなし会
日時 ▼19日（木）10：00〜11：30
対象 ▼2歳半頃からの未就園児とその保護者
ほっこりルーム
日時 ▼ �12、26日（木）・13日（金）
　　　9：30～11：30、13：00～15：00
　　　2、16、30日（月）・31日（火）
　　　9：30～11：30
　　　�3、10、17、24日（火）・4、11、

18、25日（水）・5、19日（木）、6、
20、27日（金）

　　　�13：00～15：00

☎／  82-2799
〈利用時間〉火〜土 9:00〜17:00

信楽子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼19日（木）10：00〜11：30
対象 ▼ �0～1歳の赤ちゃんとその保護

者、妊娠中のお母さんとお父さん
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼11日（水）・17、24日（火）・20日（金）
　　　10：00〜11：30
対象 ▼11日　H19.10月～H.20.3月生まれ
　　　17日　H20.4月～9月生まれ
　　　20日　H19.4月～9月生まれ
　　　24日　H20.10月～H21.3月生まれ
キッズランド（水遊び）
日時 ▼3日（火）10：00〜11：30
対象 ▼3歳児とその保護者
地区巡回子育てひろば（長野1・3・4・5区）
日時 ▼4日（水）10：00～11：30
対象 ▼ �長野1・3・4・5区在住の未就園

児とその保護者
場所 ▼ ��谷川会館
小児救急のおはなし

「これって救急？判断できる親になろう」
日時 ▼5日（木）10：00〜11：30
対象 ▼ �0～1歳の赤ちゃんとその保護者
その他 ▼ �要申込、申込締切：7月30日(金)
じいじ＆ばあばと遊ぼうひろば

「流しそうめん」
日時 ▼6日（金）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその祖父母
サークルはじめましての会
日時 ▼10日（火）10：00～11：30
対象 ▼ �H21．7・8・9月生まれの未就園

児とその保護者
パパッとあつまれ！

（車イスDEウォーキングに参加【あす
ぱる甲賀主催】）
日時 ▼28日（土）9：00～11：30
対象 ▼ �未就園児とそのお父さん
場所 ▼ ��信楽開発センター集合
内容 ▼ ��信楽高原鐵道に乗車
参加費 ▼ ��100円（大人一人）
その他 ▼ �要申込、申込締切：8月10日（火）

水遊びには、
水着や濡れてもよい服、

タオル、着替え、サンダルなどを
ご持参ください。
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8月

甲
賀
図
書
情
報
館

土
山
図
書
館

水
口
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 63-7400
FAX番号／ 63-4737

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 66-1056
FAX番号／ 66-1067

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 88-7246
FAX番号／ 88-7005

開館時間／ 10：00〜18：00
　　 　 　（金曜日は21：00まで）
電話番号／ 86-1504
FAX番号／ 86-1505

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 82-0320
FAX番号／ 82-3921

　まもなく小学校などの学校は夏休
みに入ります。小学生の観察日記の定
番といえばアサガオですね。子どもた
ちがアサガオに水をやっている姿を
見ると、ほほえましく思うのと同時に
懐かしさがこみ上げてきます。さわや
かな色とスマートな外見が暑さを和
らげてくれる気さえします。
　アサガオは、今から1200年程前、
遣唐使によって中国から伝えられた
と言われています。もともとは薬用
で、種子が牽

け ん ご し

牛子と呼ばれ、下剤や利
尿剤として利用されました。
　ところで、アサガオを育てたとき
に、「なぜアサガオの花は朝ひらく
の?」という疑問をもちませんでした
か。ふだん何げなく見ている私たち
のまわりに生きている植物をよく見
ると、不思議なことがたくさんあり
ます。
　植物の不思議な生活を書いたもの
が、滝

たきもと

本敦
あつし

さんの「ヒマワリはなぜ東
をむくのか」です。
　わずらわしい人間社会を忘れて、し
ばし植物の世界に浸るのもいいもの
ですよ。

催し
7 土 14：00～14：30  おはなし会

8 日 14：00～15：00  おりがみ教室
＊子ども向け

21 土 14：00～14：30  おはなし会

24 火 ①10：30〜10：50
②11：00〜11：20

 おはなし会
 ＊乳幼児向け

29 日 10：30〜11：00 人形劇

移動図書館 地域 小学校

2 月 松尾・岩上方面
小学校は夏休
みのため巡回
なし

3 火 柏木・伴谷方面
4 水 伴谷方面
10 火 貴生川方面

催し

14 土 16：00～16：30 おはなし会

28 土 15：30～16：30 夏休み
マジックショー

移動図書館 地域 小学校
3 火 佐山方面

小学校は夏休みの
ため巡回なし

10 火 大原方面
17 火 油日方面
24 火 佐山方面
31 火 大原方面

催し

5 木 11：00〜11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

14 土 16：00〜17：00 おはなし会

19 木 11：00〜11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

28 土 16：00〜17：00 おはなし会

29 日 15：00〜16：00 ティータイム
ピアノコンサート

移
動
図
書
館
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

催し

6 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

14 土 11：00～11：30 おはなし会
＊乳幼児向け

15 日 11：00〜 おやこでえいがかい
「少年Ｈがみた戦争」

15 日 14：00〜 ふるる日曜名画座
「シェーン」

20 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

27 金 15：00〜15：20 紙芝居を楽しもう

28 土 14：00〜14：30 おはなしたまてばこ
おはなしかい

催し

14 土 14：00〜15：00 おはなし会と工作

22 日 14：00〜15：30 日曜映画会
「にんじん」

28 土 11：00〜11：30 おはなし会

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

●甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

 休館日　  閉館作業日

らいぶらりん

移動図書館 　小学校

小学校は夏休みのため巡回なし

移動図書館 　小学校

小学校は夏休みのため巡回なし

移動図書館 　小学校

小学校は夏休みのため巡回なし
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相談は無料ですので、お気軽にお越しください。

8月

　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常生活での
悩みごとや心配ごとのほか、地域や職場でのトラブル
や差別など、様々な相談に応じます。

●	 2日（月）	 甲賀支所１階第1相談室
●	 5日（木）	 土山開発センター２階談話室
●	12日（木）	 水口社会福祉センター2階身障研修室
●	17日（火）	 甲南庁舎２階団体室
●	20日（金）	 信楽開発センター１階会議室F

時間／ 13：30 ～ 16：00

人権なんでも相談
人権推進課　☎ 65-0694　 63-4582

　就職・転職のための情報提供や公共職業安定所への
取次ぎを行います。
　また、雇用保険の受給者の方の就職活動としてもご
利用いただけます。
　●3日・10日・17日・24日・31日（火）	かえで会館
　●4日・11日・18日・25日（水）	 西教育集会所
　●4日・11日・18日・25日（水）	 梅田会館
　●5日・12日・19日・26日（木）	 牛飼教育集会所
　●5日・19日（木）	 清和会館
　●10日・24日（火）	 新城教育集会所
　●11日・25日（水）	 伴谷公民館
　●12日・26日（木）	 土山開発センター
時間／ 9：30 ～ 11：30

　●3日・17日（火）	 宇川会館
　●4日・18日（水）	 水口中央公民館
　●4日・18日（水）	 かふか生涯学習館
　●6日・13日・20日・27日（金）	 信楽開発センター
　●6日・20日（金）	 泉教育集会所
　●6日・20日（金）	 相模教育集会所
　●11日・25日（水）	 上野教育集会所
　●13日・27日（金）	 大久保教育集会所
時間／ 13：30 ～ 15：30

就　労　相　談
商工観光課　☎ 65-0710　 63-4087

　市が委嘱した結婚相談員が各地域で結婚を希望され
る方の相談に応じます。

●７日（土）・21日（土）	 水口庁舎南別館１階
	 甲南農村環境改善センター

時間／ 13：00 ～ 16：00

結　婚　相　談
農業振興課　☎ 65-0711　 63-4592

　主に小・中学生に関する悩みごとや困りごとについ
て、臨床心理士やカウンセラーが相談に応じます。予
約制となっています。

問い合わせ受付／ 土・日・祝日を除く8：30〜17：15
場所／ 甲賀市適応指導教室ハッピーホーム、土山開発
センター談話室、甲賀創健館かふかルーム、甲南庁舎、
信楽子育て支援センター 2階やまびこルーム

教　育　相　談
学校教育課（こども教育支援係）  ☎ 86-8100  86-8196

　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事や特殊法
人の業務について相談に応じます。

●  2日（月）　水口社会福祉センター
●  5日（木）　土山開発センター 
●12日（木）　かふか生涯学習館
●18日（水）　信楽開発センター
●20日（金）　甲南庁舎2階団体室
●27日（金）　かえで会館

時間／ 13：30 ～ 16：00

行　政　相　談
生活環境課　☎ 65-0686　 63-4582

　家庭や地域・職場での人間関係、男女間のトラブル
など、暮らしの中での様々な悩みごとに応じます。

●� 2日（月）・4日（水）・6日（金）・9日（月）・11日（水）・
13日（金）・16日（月）・18日（水）・20日（金）・23日（月）・
25日（水）・27日（金）・30日（月）

　水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／ 9：00 ～ 16：00
※相談方法：電話または面接相談（面接相談は事前予約が必要）

男女の悩みごと相談
相談窓口　　☎ 65-0751　　　　　　　
人権推進課　☎ 65-0695　 63-4582
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